
420,000
400,000
380,000
360,000
340,000
320,000

20,000
19,000
18,000
17,000
16,000

14,000
15,000

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

被保険者数（人） 保険給付費（円/人）

事業名 事業概要 予算額

基金積立事業

小中学校大規模・
中規模改修事業

保護費等追加給付金
支給事業

小学校エレベーター
整備•更新事業

7466万円

7億2957万円

6億955万円

8443万円

1億2488万円

3億4399万円

3億9021万円

2億859万円

主な歳出補正の予算額 ※万円未満は切り捨て

減債基金（将来の起債償還に充てるもの）

公共施設等整備基金（将来的な公共施設等
の整備に備えるもの）

創生振興基金（今和7年度ふるさと応援寄
附金を積み立てるもの）

老朽化する吉木小学校教室棟の大規模改修
を行うもの

老朽化する筑紫野中学校管理教室棟の中規
模改修を行うもの

老朽化する筑山中学校特別教室棟の中規模
改修を行うもの

生活扶助基準改定に関する最高裁判決を踏
まえ、当時の生活保護受給者等に必要な扶
助費の追加支給を行うもの

阿志岐小学校及び山家小学校へのエレベー
ターの新設、また、筑紫東小学校のエレベ
ーターの更新を行うもの

所得割額
（1人あたり）

均等割額
（1人あたり）

平等割額
（1世帯あたり）

保険税の賦課限度額
（1世帯あたり）

課税標準額
×7.12（6.83）%

医療給付分

30,863（28,100）円

27,901（25,900）円

670,000（660,000）円

課税標準額
×2.56（2.80）%

後期高齢者支援金分

11,836（12,300）円

10,095（10,700）円

260,000（260,000）円

課税標準額
×2.30（2.43）%

介護納付金分
（40歳～64歳）

17,546（18,000）円

170,000（170,000）円

課税標準額
×0.24%

子ども・子育て支援金分
（令和8年度から新規）

1,093円
18歳以上は別途41円

1,107円

30,000円

【令和8年度の保険税】 ※表の（　　）内は令和7年度の税率と金額です。

所得割額（1人あたり）

均等割額（1人あたり）

保険料の賦課限度額
（1人あたり）

基礎控除後額
×11.7（11.83）%

66,340（60,004）円

850,000（800,000）円

医療分

基礎控除後額
×0.25%

1,339円

21,000円

子ども・子育て支援金分
（令和8年度から新規）

【令和8年度の保険料】※表の（　　）内は令和6・7年度の保険料率と金額です。

被保険者数（人）
保険給付費（円/人）

19,642
349,708

18,685
370,457

17,836
375,792

17,116
388,190

16,467
399,195

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
一人当たり保険給付費

予算審査常任委員会

可
決

可
決

可
決

総務市民常任委員会

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の

財
政
運
営
は
県
単
位
で
運

営
さ
れ
て
お
り
、
安
定
し

た
財
政
基
盤
づ
く
り
の
た

め
、
県
下
一
律
で
の
国
民

健
康
保
険
税
率
の
導
入
に

向
け
た
取
組
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
福
岡
県
は
、
国
保
税
率

を
令
和
15
年
度
に
完
全
統

一
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
少
子
化
対
策
の

財
源
確
保
の
た
め
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
金
分
の

徴
収
が
今
年
度
か
ら
始
ま

り
ま
す
。

問

中
間
層
世
帯
の
負
担

が
か
な
り
上
が
る
が
、
市

民
負
担
の
増
加
を
抑
え
る

た
め
に
基
金
を
活
用
す
る

な
ど
の
考
え
は
な
い
の
か
。

ま
た
、
年
金
世
帯
の
負

担
増
を
低
く
抑
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

答
　
保
険
税
を
下
げ
る
た

め
の
赤
字
補
填
目
的
繰
入

は
、
国
や
県
か
ら
厳
し
く

禁
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
社
会
保
険
加
入
者
と
の

公
平
性
の
観
点
か
ら
、
国

保
の
み
へ
の
公
費
投
入
に

は
問
題
が
あ
る
。

　
ま
ず
は
、
医
療
費
を
い

か
に
抑
え
る
か
が
肝
要
と

考
え
て
い
る
。

概
要

概
要

　
令
和
８
年
度
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

は
、
歳
入
・
歳
出
と
も
に

94
億
６
４
８
３
万
１
千
円

（
前
年
比
▲
２
億
３
３
９

９
万
１
千
円
）
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

問

被
保
険
者
は
減
少
し

て
い
る
一
方
で
、
一
人
当

た
り
の
医
療
費
は
増
加
し

て
い
る
が
、
国
保
の
財
政

を
持
続
可
能
と
考
え
て
い

る
の
か
。答

　
令
和
15
年
度

を
目
途
に
、
県
下

市
町
村
の
保
険
税

率
を
統
一
す
る
こ

と
で
、
あ
る
程
度

の
維
持
は
期
待
で

き
る
と
考
え
て
い

る
が
、
医
療
費
の

増
加
を
抑
制
す
る

に
は
ど
う
す
べ
き

か
一
人
ひ
と
り
が

真
摯
に
考
え
る
時

期
に
来
て
い
る
。

支
出
の
抑
制
を
図

る
意
味
で
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
利
用
促
進
や
早

期
の
健
康
診
断
受

診
、
健
康
ポ
イ
ン

ト
事
業
の
活
用
等

で
、
健
康
な
身
体

づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
令
和
８
年
度
か
ら
新
た

に
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
金
分
」
の
徴
収
が
始
ま

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
少
子

化
対
策
と
し
て
児
童
手
当

の
拡
充
や
妊
婦
の
た
め
の

支
援
給
付
な
ど
に
充
て
ら

れ
ま
す
。
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
制
度
」
は
、
子

ど
も
や
子
育
て
世
帯
を
社

会
全
体
で
応
援
す
る
仕
組

み
で
す
。

　
保
険
料
率
（
額
）
と
年

間
上
限
額
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。
令
和
６
・
７
年

度
と
比
べ
て
所
得
割
額
・

均
等
割
額
の
保
険
料
と
賦

課
限
度
額
（
上
限
）
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金

分
の
徴
収
が
始
ま
る
こ
と

で
、
一
人
あ
た
り
の
保
険

料
の
上
限
額
が
87
万
１
千

円
に
な
り
ま
す
。

問

新
た
に
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
金
分
の
徴
収
が

始
ま
る
こ
と
で
後
期
高
齢

者
の
負
担
が
重
い
。
ど
う

説
明
し
て
い
く
の
か
。

答
　
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
上
乗
せ
に
な
っ
て
い

る
が
、
す
べ
て
の
加
入
者

が
対
象
と
な
っ
て
い
る
た

め
丁
寧
な
対
応
に
努
め
て

い
く
。

問

社
会
保
険
も
同
じ
考

え
方
な
の
か
。

答
　
社
会
保
険
も
同
様
に

加
入
者
は
上
乗
せ
で
徴
収

が
始
ま
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業

　
　特
別
会
計
予
算

議案

国
民
健
康
保
険
税
の

　
　
　  

税
率
を
改
定

議案

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　
　
　特
別
会
計
予
算

議案

小
中
学
校
の
改
修
な
ど
に
係
る
補
正

委
員
会
で
の
質
疑

概
要 議案

可
決

本会議会議録 委員会会議録

本会議と委員会の会議録閲覧はこちらから
※3月定例会会議録は6月中旬以降に閲覧可能となります。

　
一
般
会
計
の
予
算
に
８

億
２
１
８
３
万
円
を
増
額

し
、
総
額
を
４
６
６
億
３

１
８
６
万
４
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
内
容
は
、

地
方
消
費
税
交
付
金
２
億

８
９
５
０
万
円
、
民
生
費

国
庫
負
担
金
６
５
３
３
万

５
千
円
、
教
育
費
国
庫
補

助
金
３
億
７
７
２
万
３
千

円
、
教
育
債
５
億
７
０
１

０
万
円
な
ど
で
す
。

　
歳
出
補
正
の
主
な
内
容

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

小
中
学
校
大
規
模
・
中

規
模
改
修
事
業

問

児
童
生
徒
の
学
習
環

境
へ
の
影
響
を
ど
の
よ
う

に
抑
え
る
の
か
。

答
　
騒
音
の
激
し
い
工
事

や
内
部
の
改
修
は
夏
休
み

や
土
日
を
中
心
に
行
い
、

教
育
活
動
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
止
め
ら
れ
る
よ
う

努
力
し
て
い
く
。

問

国
の
有
効
な
補
助
金

を
活
用
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
る
の
か
。

答
　
補
助
金
や
交
付
金
の

情
報
は
、
活
用
の
機
会
を

逃
さ
な
い
よ
う
適
宜
最
新

の
も
の
を
入
手
し
て
お
り
、

補
助
基
準
額
の
低
い
も
の

は
、
国
県
等
に
要
望
を
行

う
な
ど
、
改
善
を
求
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

保
護
費
等
追
加
給
付
金

支
給
事
業

問

現
在
、
生
活
保
護
を

受
給
し
て
い
な
い
世
帯
が
、

申
し
出
を
行
う
必
要
が
あ

る
理
由
は
。

答
　
国
の
示
す
内
容
に
よ

る
と
、
現
在
受
給
し
て
い

な
い
世
帯
は
、
市
に
調
査

を
行
う
権
限
が
な
い
と
さ

れ
て
い
る
た
め
、
申
し
出

が
必
要
と
な
る
。

特
別
支
援
教
育
推
進

事
業

問

特
別
支
援
教
育
支
援

員
の
欠
員
の
理
由
は
。

答
　
途
中
退
職
も
あ
り
、

年
間
を
通
し
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

学
校
人
材
登
録
フ
ォ
ー
ム

に
よ
り
募
集
し
、
随
時
補

充
も
し
て
き
た
が
、
全
て

の
欠
員
を
解
消
で
き
な
か

っ
た
た
め
で
あ
る
。

委
員
会
で
の
質
疑

答答 問問

問 問答 答

答

問

答 問

答答 問

問
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360,000
340,000
320,000

20,000
19,000
18,000
17,000
16,000

14,000
15,000

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

被保険者数（人） 保険給付費（円/人）

事業名 事業概要 予算額

基金積立事業
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保護費等追加給付金
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小学校エレベーター
整備•更新事業

7466万円

7億2957万円

6億955万円

8443万円

1億2488万円

3億4399万円

3億9021万円

2億859万円

主な歳出補正の予算額 ※万円未満は切り捨て

減債基金（将来の起債償還に充てるもの）
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創生振興基金（今和7年度ふるさと応援寄
附金を積み立てるもの）

老朽化する吉木小学校教室棟の大規模改修
を行うもの

老朽化する筑紫野中学校管理教室棟の中規
模改修を行うもの
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改修を行うもの
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まえ、当時の生活保護受給者等に必要な扶
助費の追加支給を行うもの

阿志岐小学校及び山家小学校へのエレベー
ターの新設、また、筑紫東小学校のエレベ
ーターの更新を行うもの
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×7.12（6.83）%

医療給付分

30,863（28,100）円

27,901（25,900）円

670,000（660,000）円

課税標準額
×2.56（2.80）%

後期高齢者支援金分

11,836（12,300）円

10,095（10,700）円

260,000（260,000）円

課税標準額
×2.30（2.43）%

介護納付金分
（40歳～64歳）

17,546（18,000）円

170,000（170,000）円

課税標準額
×0.24%

子ども・子育て支援金分
（令和8年度から新規）

1,093円
18歳以上は別途41円

1,107円

30,000円

【令和8年度の保険税】 ※表の（　　）内は令和7年度の税率と金額です。

所得割額（1人あたり）

均等割額（1人あたり）

保険料の賦課限度額
（1人あたり）

基礎控除後額
×11.7（11.83）%

66,340（60,004）円

850,000（800,000）円

医療分

基礎控除後額
×0.25%

1,339円

21,000円

子ども・子育て支援金分
（令和8年度から新規）

【令和8年度の保険料】※表の（　　）内は令和6・7年度の保険料率と金額です。

被保険者数（人）
保険給付費（円/人）

19,642
349,708

18,685
370,457

17,836
375,792

17,116
388,190

16,467
399,195

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
一人当たり保険給付費

予算審査常任委員会

可
決

可
決

可
決

総務市民常任委員会

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の

財
政
運
営
は
県
単
位
で
運

営
さ
れ
て
お
り
、
安
定
し

た
財
政
基
盤
づ
く
り
の
た

め
、
県
下
一
律
で
の
国
民

健
康
保
険
税
率
の
導
入
に

向
け
た
取
組
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
福
岡
県
は
、
国
保
税
率

を
令
和
15
年
度
に
完
全
統

一
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
少
子
化
対
策
の

財
源
確
保
の
た
め
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
金
分
の

徴
収
が
今
年
度
か
ら
始
ま

り
ま
す
。

問

中
間
層
世
帯
の
負
担

が
か
な
り
上
が
る
が
、
市

民
負
担
の
増
加
を
抑
え
る

た
め
に
基
金
を
活
用
す
る

な
ど
の
考
え
は
な
い
の
か
。

ま
た
、
年
金
世
帯
の
負

担
増
を
低
く
抑
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

答
　
保
険
税
を
下
げ
る
た

め
の
赤
字
補
填
目
的
繰
入

は
、
国
や
県
か
ら
厳
し
く

禁
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
社
会
保
険
加
入
者
と
の

公
平
性
の
観
点
か
ら
、
国

保
の
み
へ
の
公
費
投
入
に

は
問
題
が
あ
る
。

　
ま
ず
は
、
医
療
費
を
い

か
に
抑
え
る
か
が
肝
要
と

考
え
て
い
る
。

概
要

概
要

　
令
和
８
年
度
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

は
、
歳
入
・
歳
出
と
も
に

94
億
６
４
８
３
万
１
千
円

（
前
年
比
▲
２
億
３
３
９

９
万
１
千
円
）
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

問

被
保
険
者
は
減
少
し

て
い
る
一
方
で
、
一
人
当

た
り
の
医
療
費
は
増
加
し

て
い
る
が
、
国
保
の
財
政

を
持
続
可
能
と
考
え
て
い

る
の
か
。答

　
令
和
15
年
度

を
目
途
に
、
県
下

市
町
村
の
保
険
税

率
を
統
一
す
る
こ

と
で
、
あ
る
程
度

の
維
持
は
期
待
で

き
る
と
考
え
て
い

る
が
、
医
療
費
の

増
加
を
抑
制
す
る

に
は
ど
う
す
べ
き

か
一
人
ひ
と
り
が

真
摯
に
考
え
る
時

期
に
来
て
い
る
。

支
出
の
抑
制
を
図

る
意
味
で
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
利
用
促
進
や
早

期
の
健
康
診
断
受

診
、
健
康
ポ
イ
ン

ト
事
業
の
活
用
等

で
、
健
康
な
身
体

づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
令
和
８
年
度
か
ら
新
た

に
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
金
分
」
の
徴
収
が
始
ま

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
少
子

化
対
策
と
し
て
児
童
手
当

の
拡
充
や
妊
婦
の
た
め
の

支
援
給
付
な
ど
に
充
て
ら

れ
ま
す
。
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
制
度
」
は
、
子

ど
も
や
子
育
て
世
帯
を
社

会
全
体
で
応
援
す
る
仕
組

み
で
す
。

　
保
険
料
率
（
額
）
と
年

間
上
限
額
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。
令
和
６
・
７
年

度
と
比
べ
て
所
得
割
額
・

均
等
割
額
の
保
険
料
と
賦

課
限
度
額
（
上
限
）
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金

分
の
徴
収
が
始
ま
る
こ
と

で
、
一
人
あ
た
り
の
保
険

料
の
上
限
額
が
87
万
１
千

円
に
な
り
ま
す
。

問

新
た
に
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
金
分
の
徴
収
が

始
ま
る
こ
と
で
後
期
高
齢

者
の
負
担
が
重
い
。
ど
う

説
明
し
て
い
く
の
か
。

答
　
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
上
乗
せ
に
な
っ
て
い

る
が
、
す
べ
て
の
加
入
者

が
対
象
と
な
っ
て
い
る
た

め
丁
寧
な
対
応
に
努
め
て

い
く
。

問

社
会
保
険
も
同
じ
考

え
方
な
の
か
。

答
　
社
会
保
険
も
同
様
に

加
入
者
は
上
乗
せ
で
徴
収

が
始
ま
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業

　
　特
別
会
計
予
算

議案

国
民
健
康
保
険
税
の

　
　
　  

税
率
を
改
定

議案

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　
　
　特
別
会
計
予
算

議案

小
中
学
校
の
改
修
な
ど
に
係
る
補
正

委
員
会
で
の
質
疑

概
要 議案

可
決

本会議会議録 委員会会議録

本会議と委員会の会議録閲覧はこちらから
※3月定例会会議録は6月中旬以降に閲覧可能となります。

　
一
般
会
計
の
予
算
に
８

億
２
１
８
３
万
円
を
増
額

し
、
総
額
を
４
６
６
億
３

１
８
６
万
４
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
内
容
は
、

地
方
消
費
税
交
付
金
２
億

８
９
５
０
万
円
、
民
生
費

国
庫
負
担
金
６
５
３
３
万

５
千
円
、
教
育
費
国
庫
補

助
金
３
億
７
７
２
万
３
千

円
、
教
育
債
５
億
７
０
１

０
万
円
な
ど
で
す
。

　
歳
出
補
正
の
主
な
内
容

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

小
中
学
校
大
規
模
・
中

規
模
改
修
事
業

問

児
童
生
徒
の
学
習
環

境
へ
の
影
響
を
ど
の
よ
う

に
抑
え
る
の
か
。

答
　
騒
音
の
激
し
い
工
事

や
内
部
の
改
修
は
夏
休
み

や
土
日
を
中
心
に
行
い
、

教
育
活
動
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
止
め
ら
れ
る
よ
う

努
力
し
て
い
く
。

問

国
の
有
効
な
補
助
金

を
活
用
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
る
の
か
。

答
　
補
助
金
や
交
付
金
の

情
報
は
、
活
用
の
機
会
を

逃
さ
な
い
よ
う
適
宜
最
新

の
も
の
を
入
手
し
て
お
り
、

補
助
基
準
額
の
低
い
も
の

は
、
国
県
等
に
要
望
を
行

う
な
ど
、
改
善
を
求
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

保
護
費
等
追
加
給
付
金

支
給
事
業

問

現
在
、
生
活
保
護
を

受
給
し
て
い
な
い
世
帯
が
、

申
し
出
を
行
う
必
要
が
あ

る
理
由
は
。

答
　
国
の
示
す
内
容
に
よ

る
と
、
現
在
受
給
し
て
い

な
い
世
帯
は
、
市
に
調
査

を
行
う
権
限
が
な
い
と
さ

れ
て
い
る
た
め
、
申
し
出

が
必
要
と
な
る
。

特
別
支
援
教
育
推
進

事
業

問

特
別
支
援
教
育
支
援

員
の
欠
員
の
理
由
は
。

答
　
途
中
退
職
も
あ
り
、

年
間
を
通
し
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

学
校
人
材
登
録
フ
ォ
ー
ム

に
よ
り
募
集
し
、
随
時
補

充
も
し
て
き
た
が
、
全
て

の
欠
員
を
解
消
で
き
な
か

っ
た
た
め
で
あ
る
。

委
員
会
で
の
質
疑

答答 問問

問 問答 答

答

問

答 問

答答 問

問
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学校名
二日市小
二日市東小
吉木小
阿志岐小
山家小
筑紫小
山口小
二日市北小
原田小
筑紫東小
天拝小

要望箇所
8か所
16か所
4か所
7か所
3か所
11か所
4か所
7か所
5か所
8か所
2か所

対応完了箇所※
5か所
１か所
３か所
5か所
0か所
2か所
3か所
０か所
0か所
3か所
０か所

対応中箇所※
3か所
7か所
１か所
１か所
１か所
3か所
０か所
７か所
１か所
１か所
２か所

対応困難箇所※
０か所
８か所
０か所
1か所
2か所
6か所
1か所
０か所
4か所
4か所
０か所

※対応完了箇所：ハード面の対応が完了した箇所
※対応中箇所：関係機関で対策を検討中、もしくは対策が決定したが実施していない箇所
※対応困難箇所：道路や交差点の物理的な形状等により対応が困難なため、今後も学校や地域、関係機関と協議を
　　　　　　　　継続し改善に向けて検討すべきもの。現時点 では児童への注意喚起を学校に依頼している箇所。

対応検討状況（小学校別）

前畑遺跡内の土塁状遺構断面
つくしちゃん ちくちゃん

委
員
会
で
の
質
疑

文教福祉常任委員会

前
畑
遺
跡
と
は
？

遺
跡
の
現
状

概
要

　
国
の
制
度
創
設
に
伴
い
、

保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園

な
ど
に
通
っ
て
い
な
い
生

後
６
か
月
か
ら
２
歳
ま
で

の
子
ど
も
を
月
10
時
間
ま

で
預
け
る
こ
と
が
で
き
る

乳
児
等
通
園
支
援
事
業

（
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
）
を
開
始
す
る
た
め
、

保
育
所
設
置
条
例
の
改
正

お
よ
び
運
営
基
準
条
例
の

制
定
を
行
う
も
の
で
す
。

　
利
用
料
は
１
時
間
あ
た

り
３
０
０
円
程
度
で
、
生

活
保
護
世
帯
は
無
料
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
は
１
０

０
円
と
な
り
ま
す
。

問
　
保
育
士
不
足
が
課
題

と
な
る
中
で
、
制
度
開
始

に
向
け
た
人
員
確
保
の
見

通
し
は
立
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
令
和
７
年
度
か
ら
募

集
を
行
い
、
令
和
８
年
４

月
採
用
予
定
者
も
含
め
確

保
の
見
通
し
は
立
っ
て
い

る
。

問
　
通
常
の
保
育
士
と
、

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

で
働
く
保
育
士
は
ど
の
よ

う
に
区
分
さ
れ
る
の
か
。

答
　
保
育
士
の
募
集
は
、

通
常
の
保
育
所
勤
務
と
制

度
対
応
を
区
分
す
る
こ
と

な
く
、
一
括
で
募
集
し
て

い
る
。

問
　
保
育
士
不
足
が
続
く

中
で
、
待
機
児
童
対
策
と

制
度
の
両
立
は
可
能
か
。

答
　
待
機
児
童
の
解
消
は

重
要
な
課
題
と
認
識
し
て

い
る
。
保
育
士
確
保
の
た

め
に
、
就
労
支
援
金
や
奨

学
金
返
済
支
援
な
ど
の
制

度
を
引
き
続
き
実
施
し
、

人
材
確
保
に
努
め
て
い
く
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

今
後
の
方
針

　
筑
紫
野
市
大
字
筑
紫
・

若
江
に
所
在
。
遺
跡
内
で

平
成
27
年
に
発
見
さ
れ
た

古
代
の
土
塁
状
遺
構
は
、

長
さ
５
５
８
ｍ
以
上
も
確

認
さ
れ
た
大
規
模
な
土
木

構
造
物
。
特
別
史
跡
の
水

城
跡
・
大
野
城
跡
・
基
肄

城
跡
や
、
国
史
跡
の
阿
志

岐
山
城
等
と
一
体
的
に
機

能
す
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
、
古
代
大
宰
府
に
深
く

関
わ
る
重
要
な
遺
跡
と
し

て
令
和
７
年
３
月
10
日
付

で
国
史
跡
に
指
定
。

　
市
街
地
の
丘
陵
上
に
位

置
し
、
周
辺
は
区
画
整
理

事
業
に
よ
り
住
宅
地
が
隣

接
。
西
の
隣
接
地
に
は
近

隣
公
園
を
整
備
予
定
。
史

跡
地
全
体
が
雑
木
で
覆
わ

れ
て
お
り
、
公
園
と
史
跡

の
調
和
を
図
る
た
め
、
関

係
部
局
な
ど
と
も
情
報
共

有
を
図
り
な
が
ら
早
急
に

史
跡
の
保
存
活
用
方
針
を

定
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
令
和
８
・
９
年
度
、
年

４
回
ず
つ
計
８
回
、
計
画

策
定
委
員
会
を
開
催
。

●
令
和
８
年
度
か
ら

　
　
　
令
和
９
年
度

◯
「
保
存
管
理
」
「
調

査
・
研
究
」
「
活
用
」

「
整
備
」
「
運
営
・
体

制
」
の
５
項
目
の
基
本

方
針
を
立
て
る
。

◯
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

実
施
。
具
体
的
方
法
を
検

討
、
計
画
を
取
り
ま
と
め

る
。

※
翌
令
和
10
年
度
に
文
化

庁
長
官
認
定
を
申
請
予

定
。

策
定
委
員
は
考
古
学
、
土

木
工
学
、
観
光
学
、
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
、
地
域
代
表

に
て
構
成
。

可
決

可
決

　
児
童
を
巻
き
込
ん
だ
朝

倉
街
道
駅
付
近
の
自
動
車

事
故
を
受
け
、
通
学
路
交

通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基

づ
く
合
同
点
検
を
全
11
小

学
校
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
各
学
校
か
ら
危
険
と
し

て
改
善
を
要
望
し
た
箇
所

は
75
か
所
あ
り
、
そ
の
内

22
か
所
は
対
応
完
了
、
27

か
所
は
対
応
中
、
26
か
所

は
道
路
形
状
等
に
よ
り
現

時
点
で
対
応
困
難
と
さ
れ

ま
し
た
。
横
断
歩
道
や
路

面
表
示
の
整
備
を
進
め
る

一
方
、
困
難
箇
所
に
つ
い

て
は
注
意
喚
起
で
対
応
し

ま
す
。

　
点
検
結
果
は
学
校
へ
通

知
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
進
捗
を
含
め
公
表
予
定

で
す
。

問
　
見
守
り
活
動
の
状
況

を
把
握
し
て
い
る
か
。

答
　
学
校
と
地
域
で
把
握

し
て
お
り
、
市
も
状
況
を

共
有
し
て
い
る
。

問
　
対
応
困
難
箇
所
が
多

い
が
、
安
全
確
保
は
ど
う

考
え
る
の
か
。

答
　
現
時
点
で
は
難
し
い

が
、
課
題
と
し
て
捉
え
、

今
後
も
関
係
機
関
と
協
議

を
継
続
す
る
。

建設環境常任委員会

こ
ど
も
誰
で
も
通
園

　
　
　制
度
の
開
始

議案

前
畑
遺
跡
に
お
け
る
保
存
活
用

　
　計
画
の
策
定
委
員
会
設
置

議案

通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム

報告

森林法に
基づく

『火入れ』の
5つの目的

概
要

概
要

　
令
和
８
年
度
の
水
道
事

業
の
収
入
予
定
額
は
21
億

３
６
５
７
万
円
、
支
出
予

定
額
は
20
億
２
０
０
８
万

円
で
、
収
支
は
約
１
億
１

６
４
９
万
円
の
黒
字
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
８
年
度
の

下
水
道
事
業
の
収
入
予
定

額
は
、
23
億
６
３
０
６
万

円
、
支
出
予
定
額
は
21
億

５
５
３
８
万
円
で
、
収
支

は
約
２
億
７
６
８
万
円
の

黒
字
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問
　
市
の
人
口
が
ほ
ぼ
横

ば
い
の
中
で
、
今
後
の
給

水
人
口
の
展
望
は
。

答
　
令
和
８
年
度
は
宅
地

開
発
に
よ
り
増
加
す
る
と

見
込
ん
で
い
る
。
今
後
も

宅
地
開
発
等
の
情
報
が
あ

れ
ば
市
全
体
の
人
口
に
合

わ
せ
て
考
え
て
い
く
。

問
　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
向
け

た
取
組
な
ど
上
下
水
道
の

部
分
で
動
き
は
あ
る
の
か
。

答
　
市
県
民
税
や
固
定
資

産
税
な
ど
の
支
払
い
は
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
る
支
払

い
が
可
能
で
あ
り
、
水
道

料
金
の
支
払
い
で
も
使
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

令
和
８
年
度
に
シ
ス
テ
ム

の
改
修
を
行
う
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

　
筑
慈
苑
及
び
山
家
ス
ポ

ー
ツ
公
園
の
利
用
者
が
、

隣
接
す
る
筑
前
町
の
上
下

水
道
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
筑
前
町
と

本
市
で
給
水
及
び
排
水
に

関
す
る
協
定
を
締
結
す
る

も
の
で
す
。

給
水
協
定

　
水
道
施
設
整
備
費
用
の

軽
減
や
、
安
定
し
た
水
の

供
給
を
確
保
す
る
こ
と
に

よ
る
公
共
の
福
祉
の
増
進

を
目
的
と
し
締
結
す
る
も

の
。

排
水
協
定

　
下
水
道
施
設
整
備
費
用

の
軽
減
や
、
衛
生
的
な
下

水
道
設
備
の
確
保
に
よ
る

公
共
の
福
祉
を
目
的
と
し

平
成
25
年
４
月
１
日
付
で

締
結
し
た
排
水
協
定
を
変

更
す
る
も
の
。

問
　
水
道
施
設
整
備
費
用

の
軽
減
と
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
か
。

答
　
当
該
施
設
に
最
も
近

い
天
山
か
ら
水
道
管
を
接

続
す
る
場
合
で
も
距
離
が

長
く
工
事
費
用
が
高
額
に

な
る
と
見
込
ま
れ
る
が
、

隣
接
す
る
筑
前
町
の
配
水

管
か
ら
接
続
す
る
と
延
伸

距
離
が
短
く
、
工
事
費
用

の
軽
減
が
見
込
ま
れ
る
。

可
決

可
決

可
決

　
令
和
７
年
２
月
26
日
に

発
生
し
た
岩
手
県
大
船
渡

市
の
林
野
火
災
を
受
け
て
、

消
防
庁
は
「
消
防
防
災
対

策
の
あ
り
方
に
関
す
る
検

討
会
」
を
開
催
し
、
報
告

書
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
報
告
書
で
は
、
林
野
火

災
注
意
報
や
林
野
火
災
警

報
の
的
確
な
発
令
等
に
よ

り
、
林
野
火
災
予
防
の
実

効
性
を
高
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
さ
れ
、
火
災

予
防
条
例(

例)

が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
改
正
に
よ
り
、
筑

紫
野
市
火
入
れ
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の

強
風
注
意
報
が
発
令
さ
れ

た
場
合
に
加
え
、
林
野
火

災
注
意
報
及
び
林
野
火
災

警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合

は
、
火
入
者
は
火
入
れ
を

行
っ
て
は
な
ら
ず
、
火
入

れ
中
に
こ
れ
ら
が
発
令
さ

れ
た
場
合
は
、
速
や
か
に

消
火
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

上
下
水
道
事
業

　
　
　
　会
計
予
算

議案

筑
前
町
と
給
水
協
定
を
締
結

  

排
水
協
定
を
変
更

議案

火
入
れ
に
関
す
る

条
例
を
一
部
改
正

議案

上水道

下水道

給水人口

年間総給水量

排水人口

年間総排水量

2026（令和8）年度

９0,8００人

８,300,０００㎥

100,8００人

８,992,0００㎥

2025（令和7）年度

９０,7００人

８,２21,０００㎥

100,2００人

9,050,3００㎥

答 問

答答 問問

答

答 問

問

答

答

問問

答 問
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学校名
二日市小
二日市東小
吉木小
阿志岐小
山家小
筑紫小
山口小
二日市北小
原田小
筑紫東小
天拝小

要望箇所
8か所
16か所
4か所
7か所
3か所
11か所
4か所
7か所
5か所
8か所
2か所

対応完了箇所※
5か所
１か所
３か所
5か所
0か所
2か所
3か所
０か所
0か所
3か所
０か所

対応中箇所※
3か所
7か所
１か所
１か所
１か所
3か所
０か所
７か所
１か所
１か所
２か所

対応困難箇所※
０か所
８か所
０か所
1か所
2か所
6か所
1か所
０か所
4か所
4か所
０か所

※対応完了箇所：ハード面の対応が完了した箇所
※対応中箇所：関係機関で対策を検討中、もしくは対策が決定したが実施していない箇所
※対応困難箇所：道路や交差点の物理的な形状等により対応が困難なため、今後も学校や地域、関係機関と協議を
　　　　　　　　継続し改善に向けて検討すべきもの。現時点 では児童への注意喚起を学校に依頼している箇所。

対応検討状況（小学校別）

前畑遺跡内の土塁状遺構断面
つくしちゃん ちくちゃん

委
員
会
で
の
質
疑

文教福祉常任委員会

前
畑
遺
跡
と
は
？

遺
跡
の
現
状

概
要

　
国
の
制
度
創
設
に
伴
い
、

保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園

な
ど
に
通
っ
て
い
な
い
生

後
６
か
月
か
ら
２
歳
ま
で

の
子
ど
も
を
月
10
時
間
ま

で
預
け
る
こ
と
が
で
き
る

乳
児
等
通
園
支
援
事
業

（
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
）
を
開
始
す
る
た
め
、

保
育
所
設
置
条
例
の
改
正

お
よ
び
運
営
基
準
条
例
の

制
定
を
行
う
も
の
で
す
。

　
利
用
料
は
１
時
間
あ
た

り
３
０
０
円
程
度
で
、
生

活
保
護
世
帯
は
無
料
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
は
１
０

０
円
と
な
り
ま
す
。

問
　
保
育
士
不
足
が
課
題

と
な
る
中
で
、
制
度
開
始

に
向
け
た
人
員
確
保
の
見

通
し
は
立
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
令
和
７
年
度
か
ら
募

集
を
行
い
、
令
和
８
年
４

月
採
用
予
定
者
も
含
め
確

保
の
見
通
し
は
立
っ
て
い

る
。

問
　
通
常
の
保
育
士
と
、

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

で
働
く
保
育
士
は
ど
の
よ

う
に
区
分
さ
れ
る
の
か
。

答
　
保
育
士
の
募
集
は
、

通
常
の
保
育
所
勤
務
と
制

度
対
応
を
区
分
す
る
こ
と

な
く
、
一
括
で
募
集
し
て

い
る
。

問
　
保
育
士
不
足
が
続
く

中
で
、
待
機
児
童
対
策
と

制
度
の
両
立
は
可
能
か
。

答
　
待
機
児
童
の
解
消
は

重
要
な
課
題
と
認
識
し
て

い
る
。
保
育
士
確
保
の
た

め
に
、
就
労
支
援
金
や
奨

学
金
返
済
支
援
な
ど
の
制

度
を
引
き
続
き
実
施
し
、

人
材
確
保
に
努
め
て
い
く
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

今
後
の
方
針

　
筑
紫
野
市
大
字
筑
紫
・

若
江
に
所
在
。
遺
跡
内
で

平
成
27
年
に
発
見
さ
れ
た

古
代
の
土
塁
状
遺
構
は
、

長
さ
５
５
８
ｍ
以
上
も
確

認
さ
れ
た
大
規
模
な
土
木

構
造
物
。
特
別
史
跡
の
水

城
跡
・
大
野
城
跡
・
基
肄

城
跡
や
、
国
史
跡
の
阿
志

岐
山
城
等
と
一
体
的
に
機

能
す
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
、
古
代
大
宰
府
に
深
く

関
わ
る
重
要
な
遺
跡
と
し

て
令
和
７
年
３
月
10
日
付

で
国
史
跡
に
指
定
。

　
市
街
地
の
丘
陵
上
に
位

置
し
、
周
辺
は
区
画
整
理

事
業
に
よ
り
住
宅
地
が
隣

接
。
西
の
隣
接
地
に
は
近

隣
公
園
を
整
備
予
定
。
史

跡
地
全
体
が
雑
木
で
覆
わ

れ
て
お
り
、
公
園
と
史
跡

の
調
和
を
図
る
た
め
、
関

係
部
局
な
ど
と
も
情
報
共

有
を
図
り
な
が
ら
早
急
に

史
跡
の
保
存
活
用
方
針
を

定
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
令
和
８
・
９
年
度
、
年

４
回
ず
つ
計
８
回
、
計
画

策
定
委
員
会
を
開
催
。

●
令
和
８
年
度
か
ら

　
　
　
令
和
９
年
度

◯
「
保
存
管
理
」
「
調

査
・
研
究
」
「
活
用
」

「
整
備
」
「
運
営
・
体

制
」
の
５
項
目
の
基
本

方
針
を
立
て
る
。

◯
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

実
施
。
具
体
的
方
法
を
検

討
、
計
画
を
取
り
ま
と
め

る
。

※
翌
令
和
10
年
度
に
文
化

庁
長
官
認
定
を
申
請
予

定
。

策
定
委
員
は
考
古
学
、
土

木
工
学
、
観
光
学
、
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
、
地
域
代
表

に
て
構
成
。

可
決

可
決

　
児
童
を
巻
き
込
ん
だ
朝

倉
街
道
駅
付
近
の
自
動
車

事
故
を
受
け
、
通
学
路
交

通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基

づ
く
合
同
点
検
を
全
11
小

学
校
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
各
学
校
か
ら
危
険
と
し

て
改
善
を
要
望
し
た
箇
所

は
75
か
所
あ
り
、
そ
の
内

22
か
所
は
対
応
完
了
、
27

か
所
は
対
応
中
、
26
か
所

は
道
路
形
状
等
に
よ
り
現

時
点
で
対
応
困
難
と
さ
れ

ま
し
た
。
横
断
歩
道
や
路

面
表
示
の
整
備
を
進
め
る

一
方
、
困
難
箇
所
に
つ
い

て
は
注
意
喚
起
で
対
応
し

ま
す
。

　
点
検
結
果
は
学
校
へ
通

知
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
進
捗
を
含
め
公
表
予
定

で
す
。

問
　
見
守
り
活
動
の
状
況

を
把
握
し
て
い
る
か
。

答
　
学
校
と
地
域
で
把
握

し
て
お
り
、
市
も
状
況
を

共
有
し
て
い
る
。

問
　
対
応
困
難
箇
所
が
多

い
が
、
安
全
確
保
は
ど
う

考
え
る
の
か
。

答
　
現
時
点
で
は
難
し
い

が
、
課
題
と
し
て
捉
え
、

今
後
も
関
係
機
関
と
協
議

を
継
続
す
る
。

建設環境常任委員会

こ
ど
も
誰
で
も
通
園

　
　
　制
度
の
開
始

議案

前
畑
遺
跡
に
お
け
る
保
存
活
用

　
　計
画
の
策
定
委
員
会
設
置

議案

通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム

報告

森林法に
基づく

『火入れ』の
5つの目的

概
要

概
要

　
令
和
８
年
度
の
水
道
事

業
の
収
入
予
定
額
は
21
億

３
６
５
７
万
円
、
支
出
予

定
額
は
20
億
２
０
０
８
万

円
で
、
収
支
は
約
１
億
１

６
４
９
万
円
の
黒
字
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
８
年
度
の

下
水
道
事
業
の
収
入
予
定

額
は
、
23
億
６
３
０
６
万

円
、
支
出
予
定
額
は
21
億

５
５
３
８
万
円
で
、
収
支

は
約
２
億
７
６
８
万
円
の

黒
字
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問
　
市
の
人
口
が
ほ
ぼ
横

ば
い
の
中
で
、
今
後
の
給

水
人
口
の
展
望
は
。

答
　
令
和
８
年
度
は
宅
地

開
発
に
よ
り
増
加
す
る
と

見
込
ん
で
い
る
。
今
後
も

宅
地
開
発
等
の
情
報
が
あ

れ
ば
市
全
体
の
人
口
に
合

わ
せ
て
考
え
て
い
く
。

問
　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
向
け

た
取
組
な
ど
上
下
水
道
の

部
分
で
動
き
は
あ
る
の
か
。

答
　
市
県
民
税
や
固
定
資

産
税
な
ど
の
支
払
い
は
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
る
支
払

い
が
可
能
で
あ
り
、
水
道

料
金
の
支
払
い
で
も
使
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

令
和
８
年
度
に
シ
ス
テ
ム

の
改
修
を
行
う
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

　
筑
慈
苑
及
び
山
家
ス
ポ

ー
ツ
公
園
の
利
用
者
が
、

隣
接
す
る
筑
前
町
の
上
下

水
道
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
筑
前
町
と

本
市
で
給
水
及
び
排
水
に

関
す
る
協
定
を
締
結
す
る

も
の
で
す
。

給
水
協
定

　
水
道
施
設
整
備
費
用
の

軽
減
や
、
安
定
し
た
水
の

供
給
を
確
保
す
る
こ
と
に

よ
る
公
共
の
福
祉
の
増
進

を
目
的
と
し
締
結
す
る
も

の
。

排
水
協
定

　
下
水
道
施
設
整
備
費
用

の
軽
減
や
、
衛
生
的
な
下

水
道
設
備
の
確
保
に
よ
る

公
共
の
福
祉
を
目
的
と
し

平
成
25
年
４
月
１
日
付
で

締
結
し
た
排
水
協
定
を
変

更
す
る
も
の
。

問
　
水
道
施
設
整
備
費
用

の
軽
減
と
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
か
。

答
　
当
該
施
設
に
最
も
近

い
天
山
か
ら
水
道
管
を
接

続
す
る
場
合
で
も
距
離
が

長
く
工
事
費
用
が
高
額
に

な
る
と
見
込
ま
れ
る
が
、

隣
接
す
る
筑
前
町
の
配
水

管
か
ら
接
続
す
る
と
延
伸

距
離
が
短
く
、
工
事
費
用

の
軽
減
が
見
込
ま
れ
る
。

可
決

可
決

可
決

　
令
和
７
年
２
月
26
日
に

発
生
し
た
岩
手
県
大
船
渡

市
の
林
野
火
災
を
受
け
て
、

消
防
庁
は
「
消
防
防
災
対

策
の
あ
り
方
に
関
す
る
検

討
会
」
を
開
催
し
、
報
告

書
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
報
告
書
で
は
、
林
野
火

災
注
意
報
や
林
野
火
災
警

報
の
的
確
な
発
令
等
に
よ

り
、
林
野
火
災
予
防
の
実

効
性
を
高
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
さ
れ
、
火
災

予
防
条
例(

例)

が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
改
正
に
よ
り
、
筑

紫
野
市
火
入
れ
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の

強
風
注
意
報
が
発
令
さ
れ

た
場
合
に
加
え
、
林
野
火

災
注
意
報
及
び
林
野
火
災

警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合

は
、
火
入
者
は
火
入
れ
を

行
っ
て
は
な
ら
ず
、
火
入

れ
中
に
こ
れ
ら
が
発
令
さ

れ
た
場
合
は
、
速
や
か
に

消
火
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

上
下
水
道
事
業

　
　
　
　会
計
予
算

議案

筑
前
町
と
給
水
協
定
を
締
結

  

排
水
協
定
を
変
更

議案

火
入
れ
に
関
す
る

条
例
を
一
部
改
正

議案

上水道

下水道

給水人口

年間総給水量

排水人口

年間総排水量

2026（令和8）年度

９0,8００人

８,300,０００㎥

100,8００人

８,992,0００㎥

2025（令和7）年度

９０,7００人

８,２21,０００㎥

100,2００人

9,050,3００㎥

答 問

答答 問問

答

答 問

問

答

答

問問

答 問
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